
第
二
十
七
条
の
三
十
二
中
「
第
二
十
六
条
の
五
、
第
二
十
六
条
の
七
か
ら
第
二
十
六
条
の
十
六
ま
で
及
び
第
二
十

六
条
の
十
九
か
ら
第
二
十
六
条
の
二
十
一
ま
で
」
を
「
第
二
十
六
条
の
六
、
第
二
十
六
条
の
八
か
ら
第
二
十
六
条
の

十
七
ま
で
及
び
第
二
十
六
条
の
二
十
か
ら
第
二
十
六
条
の
二
十
二
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。第

二
十
六
条
の
六

該
当
す
る
者
が
行
う
講
習
は
、
第

二
十
六
条
第
五
項

該
当
す
る
者
は
、
第
二
十
七
条
の

二
十
四
第
一
項

第
二
十
六
条
の
六
第
二
号

第
二
十
六
条
第
五
項
の
講
習

第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項

第
二
十
六
条
の
六
第
三
号

第
二
十
六
条
第
五
項
の
講
習

経
営
状
況
分
析
の
業
務

第
二
十
六
条
の
八
第
一
項
、
第
二

十
六
条
の
十
六
第
五
号
並
び
に
第

二
十
六
条
の
二
十
二
第
一
号
及
び

第
四
号

第
二
十
六
条
第
五
項

第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項

第
二
十
六
条
の
八
第
二
項

前
三
条

第
二
十
七
条
の
三
十
一
及
び
第
二

十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用

す
る
第
二
十
六
条
の
六

第
二
十
六
条
の
九
の
見
出
し

講
習
の
実
施
に
係
る

経
営
状
況
分
析
の

第
二
十
六
条
の
九

第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
並
び

に
国
土
交
通
省
令

国
土
交
通
省
令

講
習
を

経
営
状
況
分
析
を

第
二
十
六
条
の
十

第
二
十
六
条
の
七
第
二
項
第
二
号

又
は
第
三
号

第
二
十
七
条
の
三
十
一
第
三
項
第

二
号
又
は
第
三
号

第
二
十
六
条
の
十
一
（
見
出
し
を

含
む
。）

講
習
規
程

経
営
状
況
分
析
規
程

第
二
十
六
条
の
十
一
第
一
項

講
習
に

経
営
状
況
分
析
の
業
務
に

第
二
十
六
条
の
十
一
第
一
項
、
第

二
十
六
条
の
十
二
並
び
に
第
二
十

六
条
の
二
十
二
第
四
号
及
び
第
五

号

講
習
の

経
営
状
況
分
析
の
業
務
の

第
二
十
六
条
の
十
一
第
二
項
及
び

第
二
十
六
条
の
十
五

講
習
の

経
営
状
況
分
析
の

第
二
十
六
条
の
十
一
第
二
項
及
び

第
二
十
六
条
の
十
七

講
習
に

経
営
状
況
分
析
に

第
二
十
六
条
の
十
三
第
二
項

建
設
業
者

第
二
十
七
条
の
三
十
一
第
二
項
に

規
定
す
る
建
設
業
者

第
二
十
六
条
の
十
四

講
習
が
第
二
十
六
条
の
七
第
一
項

登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
が
第
二

十
七
条
の
三
十
一
第
二
項

第
二
十
六
条
の
十
五

第
二
十
六
条
の
九

第
二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
九
又
は

第
二
十
七
条
の
三
十
三

同
条
の
規
定
に
よ
る
講
習

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
経
営
状
況

分
析
の
業
務

第
二
十
六
条
の
十
六

当
該
登
録
講
習
実
施
機
関
の
行
う

講
習
の
登
録

そ
の
登
録

講
習
の
全
部

経
営
状
況
分
析
の
業
務
の
全
部

第
二
十
六
条
の
二
十
二
第
五
号

第
二
十
六
条
の
十
八

第
二
十
七
条
の
三
十
五

第
二
十
七
条
の
三
十
五
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
の
十
一
」
を
「
第
二
十
六
条
の
十
二
」
に
、「
第
二
十
六
条
の
十

五
」
を
「
第
二
十
六
条
の
十
六
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
三
十
九
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
建
設
業
者
団
体
等
の
責
務
）」を
付
す

る
。

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
学
科
試
験
及
び
実
地
試
験
」
を「
第
一
次
検
定
又
は
第
二
次
検
定
に
必
要
な
試
験
」

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
十
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
七
条
の
十
二
第
三
項
を
削
る
。

第
二
十
七
条
の
十
六
第
一
項
中
「
学
科
試
験
若
し
く
は
実
地
試
験
」
を
「
第
一
次
検
定
若
し
く
は
第
二
次
検
定
」

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
十
二
中
「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
十
四
第
一
項
中
「
第
二
十
六
条
の
五
」
を
「
第
二
十
六
条
の
六
」
に
改
め
る
。

第
四
章
の
三
中
第
二
十
七
条
の
三
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
七
条
の
四
十

建
設
業
者
団
体
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お
け

る
公
共
施
設
そ
の
他
の
施
設
の
復
旧
工
事
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
当
該
復
旧
工
事
を
施
工

す
る
建
設
業
者
と
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
当
該
復
旧
工
事
に
使
用
す
る
資
材
及
び

建
設
機
械
の
調
達
に
関
す
る
調
整
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
二
十
四
条
の
三
か
ら
第
二
十
四
条
の
五
ま
で
」
を
「
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一

項
、
第
二
十
四
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
五
並
び
に
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
四
条
の

七
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
二
十
六
条
の
三
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
六
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
含
む
。）」
の
下
に
「
又
は
第
十
七
条
の
二

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
七
条
の
三
第
一
項
の
認
可
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項

第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
第
十
七
条
の
三
第
一
項
の
認
可
を
し
な
い
旨
の
処
分
が
あ
つ
た
と
き
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
二
中
「
該
当
す
る
場
合
」
の
下
に「（
第
十
七

条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
十
七
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
建
設
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た

こ
と
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
第
三
号（
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
四
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
五
号
又
は
第
六
号
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
第
七
号
又

は
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
二
十
六
条
の
二
十
一
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、前
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
一
条
第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
中
「
並
び
に
予
定
価
格
」
を
「
、
予
定
価
格
」
に
、「
基
準
を
」
を
「
基
準
並
び
に
建
設
工
事

の
工
期
に
関
す
る
基
準
を
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
指
定
経
営
状
況
分
析
機
関
」
を「
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
」に
、「（
以
下
」を「（
次

項
に
お
い
て
」
に
、「
。
以
下
」
を
「
。
同
項
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
建
設
工
事
」
の
下
に「（
発
注
者
か
ら
直
接
請
け
負
つ
た
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
見
易
い
」
を

「
見
や
す
い
」
に
改
め
る
。
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